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複合機能の関係性
（手法：形式分析）

情報化の様式変化
（手法：二項対立）

地域性・自然景観
（手法：周辺調査）具体性

抽象

piajet topology

情報化における時間空間の認識 -実体空間と非実体空間の抽象化 -

『形式ガイドライン（手法：形式分析）』
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『Concept：実体空間と非実体空間の選択可能』

『プログラム ,  配置図（手法：周辺調査）』
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『デザインの基本方針（手法：二項対立）』
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